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駅家町新山・中島

墳丘長 68ｍの前方後円墳で，後円部は二段築成とみられます。埴輪
や葺石はなく，墳丘のまわりには周溝が巡っており，東側から北側
にかけては周溝の痕跡が観察できます。周溝を含む全長は 73ｍで，
県内第４位，後期古墳では最大です。後円部と前方部に両袖式の横
穴式石室があり，後円部石室は全長 14.9ｍで，墳丘の裾部から羨道
の入口まで石積みの墓道が作られています。遺体を安置した玄室は，
長さ 6.8ｍ，奥壁部分の幅 2.1ｍ，高さ 3.3ｍで，兵庫県産の竜山石製
組み合わせ式石棺が解体された状態で見つかりました。玄室の前に
付けられた羨道は，長さ 8.1ｍ，玄室と羨道からは，双龍環頭大刀柄
頭や馬具，須恵器，土師器など多くの副葬品が出土しました。前方部
石室も全長 12.6mと長大ですが多くの石材を失っており，埋め戻し
ています。出土した須恵器から，今から 1400 年前，6世紀末から 7
世紀初頭頃の築造と考えられ，畿内以西で最後に造られた前方後円
墳と考えられています。





金名の郷頭

旧福山城下の二上り踊りは，

1928（昭和３）年以降，団扇

に代わって四ツ竹を手に持つ

ようになりました。

か ん な ごうとう

未指定

新市町常

・東屋

金名川に築かれた水流調節用堰（ダム）。橋を兼ねており，府中市本山
境の皆米峠に至る。構造は石積みで，上流に向かって張り出すアーチ
式ダムであり，導水部は横穴式石室のような持ち送り構造で天井石が
架かります。1840( 天保 11) 年，子年の大水を引き起こした豪雨では，
上流の権現池（現：切池）の堤防が決壊し，直下の野原池を押し流し
て土石流となりましたが，郷頭で食い止めて下流の村を守ったとの言
い伝えが残っています。
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